
省エネ・保守管理に効果的な

遠隔監視
システム

特別
企画

電工特別企画_扉.indd   1 2016/09/30   16:31



　2016年11月号2 　2016年11月号2

特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

　IoT の世界では、フェールセーフ、高品質を
満たし、あらゆるところのものがつなげられる
包括的なネットワークが求められてくる。
　現状広く使われているイーサネットのネット
ワークを延長して対応しようとする場合、いく
つかの方法が考えられる。
　まず、スイッチングハブをカスケード上につ
なぐ方法は、延長するためのスイッチングハブ
に電源を供給しなければならない。
　次に、イーサネットを光ファイバで延長する
という方法は、回線スピードを落とさずに、光
ファイバの種類によっては最大 40km までノ
イズ環境でも安心に延長できるが、コストや施
工上の問題がある。
　また、線自体をなくし無線で延長するという
方法は、現状では環境によって接続が安定しな
い場合がある。
　第４の方法として、SHDSL という伝送方式
を使った通信がある。xDSL で総称される信号
変調による通信方式の一種であり、ADSL よ
りも広帯域を使用し、双方向同じ通信速度の高
速通信である。
　弊社の TC EXTENDER は、SHDSL により
イーサネットネットワークを延長するデバイス
であり、次のような特質を持つ。最大通信距離
は 20km である。可能な伝送速度は、通信距
離とともに遅くなるが、最大 30Mbps（４線）、
15Mbps（２線）である。通信メディアは電線
が利用でき、光ファイバと比べると格段に安価
にできる。既設の通信電線を利用して追加コス
ト少なくネットワークを構築す
ることも可能となる。光ファイ
バと比べれば速度は落ちるが、
SHDSL 回線でリアルタイムカ
メラ動画転送を行うことも可能
であり、各所に点在するセンサ
データをイーサネットで収集す
るというような用途であれば、
全く余裕のある速度となる。

　トポロジは、２台の TC EXTENDER をポイ
ント・トゥ・ポイント結線して２つのイーサネ
ットネットワークを結合するだけでなく、ライ
ン接続により、多くの離れたイーサネットネッ
トワークをまとめることができる。さらに、リ
ング状に結線することで通信冗長化が可能にな
る。これらの全てのトポロジは結線するだけで
利用可能になる。直接接続していない SHDSL
回線上の通信イベントのモニタリング、ロギン
グ、接点端子からのエラー出力も可能である。
また、TC EXTENDER にはマネージドタイプ
とアンマネージドタイプがあり、アンマネージ
ドタイプは、上記のような SHDSL 上デバイ
スの診断や付加設定を USB に接続したツール
で行うが、マネージドタイプは Web 画面上で
可能であり、SNMP でイベント通知も行える。
さらに、マネージドタイプには交換可能なサー
ジ保護機能がついており、SHDSL 回線へのサ
ージ電流に対応できる。落雷時にはサージ保護
モジュールのみ交換すれば、デバイスを引き続
き使用できる。

イーサネットの延長ソリューション TC EXTENDER
http://www.phoenixcontact.co.jpフエニックス・コンタクト（株）

マーケティング部　TEL 045-471-0093

リング結線図
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特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

　遠隔監視装置の選定と活用について、監視装
置と合わせて提供されるクラウド型サービスの
重要性と Ior 方式での検知について紹介する。
■クラウド型サービスによる監視装置の選定
　漏電などを遠隔監視する装置は、Web やメー
ル機能を持つクラウド型サービスと組み合わせ
た提供が一般的である。監視装置の利用者は、
端末の購入とともにサービス申込みや回線契約
を行うことでクラウド型サービスを利用する。
これにより利用者は、監視装置のための特別な
仕組みを自ら用意することなく、少しの設定だ
けで警報メールなどを受け取ることができる。
　このサービスには、メール通報だけを行うも
のから各種の機能を提供するものまで様々なも
のがある。これらの機能はカタログ上でも詳細
が紹介されることが少ないため、実際に当該監
視装置を利用しないと、どのような機能が提供
されるかがわからないことが多い。
　もっとも漏電の監視なら、メール通知機能だ
けでそれ以上の機能は不要にも思える。しかし
実際はメール通知だけでも、同時に幾つの通知
先へ送信できるか、送信時間帯を設定できるか、
再送できるか、漏電状態が継続し続けていない
かなどの機能があり、機能が豊富であれば活用
範囲が広がるのである。
　また、クラウド型サービスの特徴として、新
たな機能の提供によって、同一料金のままサー

ビスが向上する点が挙げられる。ここでも利用
するサービスによって差が生じ、新たな機能が
提供される度合いに応じて利用者のメリットは
変わる。
　オムロンソフトウェア株式会社では、上述
の考えのもと、クラウド型サービスである

「ALLwatch® センタサービス」の機能拡張を
継続的に続けており、活用範囲の広いサービス
の形成に努めている。
■「ベクトル理論 Igr 方式」での検出
　昨今のインバータや省エネ技術が多用されて
いるインテリジェントビル、工場、エコシステ
ムでは、ノイズや高調波、静電容量の増加によ
り従来の Io 方式では大量の漏電が発生してい
るように見受けられる状況にあり、検出方式と
して Ior 方式が注目されていることは既知の通
りである。
　オムロンソフトウェア株式会社では、Ior 方
式において測定精度に非常に定評のある「ベク
トル理論 Igr 方式（特許第 4159590 号（株
式会社 So Brain が専用特許実施権を有する技
術）、以下 TrueR® 方式）」を採用した Ior 対応
遠隔監視装置「LM-100-3G」を今夏より提
供している。本端末は TrueR® 方式による安
定的な測定だけでなく、メモリ機能による過去
測定結果の保存や読み出しができ、漏電発生時
の探索に活用できる。

Ior対応漏電監視装置LM-100-3G
 http://www.omronsoft.co.jp/monitoring/オムロンソフトウェア（株）

運用サービス事業部　TEL 03-5466-7212
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特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

　「データマル®」は、高機能と経済性を兼ね備
えたコンパクトな IoT 端末であり、インターネ
ットや LANを利用した遠隔監視システムに最
適な製品である。「データマル®」は、スマホや
PCのブラウザを経由した I/O信号の監視や操
作をはじめとして、データロギング、ファイル
転送、Modbus 通信、メール通報など多くの機
能を備え、「遠隔監視・
操作」、「異常通報」、「予
知・予防保全」、「メンテ
ナンスの省力化」、「残量
監視」などさまざまな目
的に広く使用できる。

IoTと無線で経済性の高い遠隔監視システムを実現
　「くにまる®」は、免許が不要な920MHz帯
のマルチホップ無線を使用する I/O 装置であ
る。「データマル®」と「くにまる®」の組合せに
より、ローカルエリアに分散した I/O 信号を
ワイヤレスでインタフェースすることが可能に
なり、大幅な省配線、省工事が図れる。ノード
間の距離は最大１kmであり、中継機能（マル
チホップ）を利用
すればさらに広範
囲の I/O を取込
むことができる。

IoT用端末「データマル®」と920MHz帯マルチホップ無線「くにまる®」
http://www.m-system.co.jp/（株）エム・システム技研

カスタマセンター　ホットライン　TEL 0120-18-6321

遠隔監視・データロギング・
イベント通報用 Web コンポーネント
IoT 用端末 データマル®

■「データマル®」と「くにまる®」による遠隔監視システム構成例

920MHz 帯マルチホップ無線
くにまる®

ワイヤレスゲートウェイ
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特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

■少ない初期投資で無理なく導入を
　本年４月、電力小売りの完全自由化が実施さ
れた。電気料金の負担軽減がより意識されると
共に、電気をはじめとした消費エネルギー削減
への社会的な要請も、高まる一方である。
　このうち高圧の需要家においては、従来より
デマンドコントロール装置活用による遠隔監
視・制御により電力コスト削減が実現されてい
るが、実際に導入する場合、装置や設置工事な
どの初期投資に、相応の負担を要求されること
となる。このため、比較的小口の需要家におい
ては、その効果は理解されていても導入には慎
重とならざるを得ないケースが散見された。
　また導入してからも、効果的な運用のために
必要な人員の確保も、課題となることが多かっ
た。

　デマンドコントロール装置の新製品「スーパ
ーマックスＥ１」は、主に高圧需要家のうち、
比較的小規模な層をターゲットに、従来ネック
となっていた機器導入時の初期コスト負担の問
題と、導入後に必要となる運用管理の省力化に
重点をおき開発された。
　取引用計器からのＢルート情報の取得や、同
時発売のパルス検出器「OCK-B1」との組み合
わせで利用可能となる HD-PLC（高性能電力
線通信）や無線通信の利用など、先進機能を盛
り込みつつ搭載機能を絞り込むことで、低価格
化と高機能化を両立している。
　初期投資を大幅に削減し、さらにＢルート情報
の活用等により、簡単設定と運用の省力化を実
現しており、導入してからも無理なく効果を実感
できる。

「デマンドコントロール装置　スーパーマックスＥ１」
http://www.osaki.co.jp/大崎電気工業（株）

営業本部　システム・機器部　TEL 03-3443-7177

OCK-B1

システム構成図

スーパーマックスＥ１

定格電圧 AC100/200V±10％（50/60Hz）　消費電力：20VA以下
使用環境 －10 ～ 50℃、20 ～ 90％ RH（非結露）
取付方法 壁掛形

外形寸法 【スーパーマックスE1】110mm（W）×190mm（H）×60mm（D）
【OCK-B1】100mm（W）×100mm（H）×71mm（D）

質    　量 【スーパーマックスE1】約500g　【OCK-B1】約270g
本体入力 パルス１点
本体出力 【スーパーマックスE1】警報１点　【OCK-B1】パルス１点　

インター
フェイス

Ethernet（Ｂルート、PC通信用） 　　　　　
PLC（パルス・Ｂルート情報用） 　　　　
無線（パルス・Ｂルート情報用） 　　　　　

【スーパーマックスE1】RS-485（下位端末器接続用）
【スーパーマックスE1】USB2.0（USBメモリ用）

製品仕様（製品名の無いものは共通）

電工特別企画_大崎電気工業.indd   8 16/09/30   16:32

http://www.osaki.co.jp/


資料請求 No.083



　2016年11月号10 　2016年11月号10

特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

■デマンド監視サービス（図１）
　電力監視装置「SW150PF」は、取引用電力
メータと接続し、24時間常時ピーク電力を予
測し、ピーク電力に到達する前にデマンド警報
発令やメール通知を手軽に実現できる装置であ
る。デマンド警報発令やメール通知を元に、負
荷遮断（エアコン停止など）を行うことで、ピー
ク電力をコントロールし、使い過ぎを抑制し、
電力量削減に繋げる。本装置は、電力量データ
を FOMA網を介して定期的に収集し、オムロ
ンソフトウェア株式会社が提供するクラウド型
サービスに蓄積し、利用する。クラウド型サー
ビスの利用についてはWEBブラウザ経由での
利用となるため、パソコンへの専用ソフトの導
入が不要であり、どこからでもデータ閲覧（例
えば本社から複数拠点のピーク電力を確認する
ことが可能）や各種設定変更（例えば警報閾値変
更やメールアドレス変更など）が可能となり、
一部機能においてはスマートフォンや携帯電話
より利用可能となっている。
　警報は１次警報、２次警報、３次警報の３段
階まで設定が可能であり、警報レベル毎にメー
ル宛先を変更できるため、警報レベルに応じた
対処が可能となる。また多拠点監視向けのデマ
ンド合算機能も搭載しているため、簡単に多拠
点管理が可能となる。
　またピーク電力の内訳として２次側（例えば、
照明電力や空調電力など）を同時に計測するこ
とで総量だけでなくピーク原因を追求できた

り、また同じ規模の店舗同士の比較や１日毎や
前年と比較することで消費電力のバラツキを発
見することもできたりし、電力量削減の分析に
役立てることができる。
■ソラモニ3Gサービス（太陽光発電監視サー
ビス）
　電力監視装置「SW150PF」は、太陽光発電
の見守りサービスに役立てることができる。太
陽光発電の売電メータと接続することで、発電
量のモニタリングが出来るとともに、発電量の
低下等の異常兆候や発電設備の故障信号をメー
ルで通知できる。また FOMA通信を利用する
ため、インターネット回線工事が不要で、遠隔
地の野立て（屋外設置）でも簡単にすぐ監視が可
能となり、パソコンやスマートフォンなどで「時
間」「日」「週」「月」単位での発電量グラフを閲
覧できる（図２）。また複数拠点の発電量の一括
管理も可
能 で あ
る。これ
らの機能
によって
ローコス
トで売電
利益損失
防止に役
立てるこ
とができ
る。

電力・デマンド監視装置「SW150PF」
http://www.omronsoft.co.jp/monitoring/オムロンソフトウェア（株）

運用サービス事業部　TEL 03-5466-7212

図２：太陽光発電監視画面例

図１：デマンド監視サービス構成例
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特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

ZEH（ネットゼロ・エネルギー・ハウス）に対
応、HEMS 対応 en ステーション EcoEye
　住宅用分電盤「EcoEye」は、分電盤本来の分
電、配電、電路保護の機能とともに、住宅の電
気、ガス、水道といったエネルギー使用量を計
測し、HEMS システムにこれらの情報を迅速
かつ正確に提供することを狙いとしている。
　分岐回路の電力計測には新開発の電流センサ
ーにより広範囲にわたり精度よく計測すること
ができる。
　そして、各装置を分岐ブレーカ形状にするこ
とで、専用取付けスペースが不要になり、同等
の住宅用分電盤で業界最小寸法を実現した。
　また、エネルギー情報の提供には HEMS シ
ステムの標準プロトコルである ECHONET 
Lite を採用したため、容易で確実に他システ
ムとの連携が行え、全く新しい住宅用分電盤を
実現することができる。
＜特徴＞
①　ECHONETLite 通信の採用

　「EcoEye」は通信に HEMS の標準規格で
ある ECHONETLite を採用。HEMS ゲート
ウェイと通信計測ユニットは、LAN ケーブ
ルでつなぐだけの容易な接続であり、ZEH
対応 HEMS の上位システム対応機器との連
携が可能。

②　新開発の小型電流センサーを全回路に搭載
　「EcoEye」は分岐回路の計測に新開発の磁
場検出方式の小型電流センサーを採用、LED
照明や大型家電の待機電力など数Ｗの微小電
力から分岐回路定格の 2kW まで広範囲にわ
たって正確に電力計測を行うことができる。

　　また、分岐部にパルス計測ユニットを増設す
ることで、ガスや水道の使用量も計測が可能。

③　業界最小寸法を実現
　「EcoEye」は当社住宅用分電盤 en ステー
ションをベースに、小型電流センサー採用と
計測装置類を分岐ブレーカ形状にすること
で、専用の機器取付けのスペースが不要とな
っている。

　その結果、当社 en ステーション分岐 36 回
路品で、横幅サイズ 470mm と計測機能付住
宅用分電盤の中で、業界最小寸法を達成し、住
宅の壁面に容易に設置することができる。
　また、その他の計測回路の追加や、拡張性も
格段に向上している。

enステーション　EcoEye
http://www.kawamura.co.jp河村電器産業（株）

マーケティング統括部　TEL 052-930-6357
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特別
企画 省エネ・保守管理に効果的な 遠隔監視システム

　当社では、このたび無線／有線 LAN 機能を
搭載したクラウド＊対応タイプの「おんどとり 
温度・湿度データロガー」のラインナップが整
った。無線 LAN 機能搭載の「TR-7wf series」
と有線 LAN 機能搭載の「TR-7nw series」だ。
クラウド対応製品の充実により、様々な条件下
での各種温湿度データの測定・記録・閲覧＆共
有（スマホ／タブレット／パソコン）が可能にな
る。ユーザーサイドにおいてもネットワーク接
続の選択肢の広がり、用途・使用環境の広がり 
という大きなメリットがある。
＊：おんどとり Web Storage（ティアンドデイが提供する

無料のクラウドサービス）

製品ラインナップ
●無線 LAN 機能搭載タイプ：「おんどとり 

TR-7wf series」
• TR-71wf（温度２ch、￥24,800 ／税別）
•TR-72wf（温湿度各１ch、￥29,800／税別）
• TR-72wf-H（高精度広範囲温湿度各１ch、

￥38,000 ／税別）
★専有機能：専用アプリをスマホ／タブレット

にインストールすることで直接通信（P2P）
が可能

●有線 LAN 機能搭載タイプ：「おんどとり 
TR-7nw series」

• TR-71nw（温度２ch、￥24,800 ／税別）
•TR-72nw（温湿度各１ch、￥29,800／税別）
• TR-72nw-H（高精度広範囲温湿度各１ch、

￥38,000 ／税別）
★専有機能：PoE 給電が可能

共通特徴
●測定・記録したデータは無線／有線 LAN 機

能でクラウド（おんどとり Web Storage）に
自動送信可能

●送信されたデータはインターネットを介して
スマホ／タブレット／パソコンで閲覧と共有
が可能

●温湿度の上下限値警報メールの送信が可能
（おんどとり Web Storage 経由）

● LAN 上の指定したパソコンにデータの自動
送信が可能

●記録データ容量は各チャンネル 8,000 個、
電池駆動（単３アルカリ × ２本）で設置場所
はフリー

●高精度広範囲の温湿度測定＆記録が可能
　（温度：－ 30 ～ 80℃／湿度：０～ 99％）
● USB ケーブル（別売）でパソコンに直接、デ

ータの取込みが可能
主な使用例
●店舗／病院／美術館／ビル／マンションなど

の温湿度管理
●住宅の保温／保湿などの性能評価
●定温倉庫／食品工場などの温湿度記録
●サーバールームの温湿度管理

クラウド＊につながる 温度・湿度データロガー「おんどとり」
http://www.tandd.co.jp（株）ティアンドデイ

営業部　TEL 0263-40-0131
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■ H-NET のシステム構成
　EMS（エネルギー管理システム）を活用した省
エネ施策として、環境・省エネのトレンド管理や
デマンド監視を経済的に行なえるよう、汎用パ
ソコンを使用したデータ収集ソフトウェアと、
計測ユニット・センサを提供しているのが日立
配電・ユーティリティー監視システムである。
　H-NET は RS-485 伝送線によるマルチド
ロップ構成であるが、LAN通信変換器や LAN
通信ユニットを使用した LAN（社内ネットワ
ーク）の活用、無線ユニットを使用した無線化
により、機器構成および配線コストがますます
経済的になった。

■無線ユニット（Wireless Monitor H-NET）
　キャリア周波数920MHz帯域の無線モジュ
ールを搭載したH-NET 通信専用無線ユニッ
トは、回折性が高く障害物があっても電波が
届きやすい特長があり、伝送距離最大4.8km、
接続台数最大 121 台の条件はそのままに、
RS-485 伝送線の一部を無線に置き換えるこ
とが可能となる。
　延長ケーブルを備えた防水アンテナを標準装
備しており、見通しの良い盤外または屋外に取
り付けることにより、電波強度を上げることが
できる。

日立配電・ユーティリティー監視システム　H-NET
http://www.hitachi-ies.co.jp/（株）日立産機システム

受配電・環境システム事業部　企画部　TEL 03-4345-6076

無線を使用したH-NETシステム構成

建屋間など配線困難な箇所を無線にしたい【マルチドロップ構成】

計測ユニット

RS-485

◇ 無線通信可能距離は直線見通し300m以内です。（使用環境により変動します。）

データ収集パソコン

RS-232C

計測ユニット

マスタ スレーブ

マスタ スレーブ

マスタ

スレーブ

RS-485DE-IF2

インタフェース
ユニット

配線が多岐に渡るため分岐のために無線を利用したい【１：Ｎ構成】

データ収集パソコン

RS-232C RS-485DE-IF2RS-232C

インタフェース
ユニット ①

④

②

③

⑤ 最大5台
◇ 上位側１、下位側Ｎで1チャネル使用します。
◇ 下位側は最大5台の無線ユニットを接続できます。

RS-485通信線での分岐と無線での分岐を併用したい【複数チャネル構成】
データ収集パソコン

RS-232C DE-IF2

インタフェース
ユニット

◇ 上位側１、下位側Ｎで1チャネル使用し、
最大4チャネル使用可能です。

◇ 下位側は1チャネルごとに最大5台の
無線ユニットを接続できます。

CH1

CH2

CH3 CH3

CH2

CH1

CH1

リピータ

DE-R2

スレーブ
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■装置概要
　デマンド監視装置MDR-300P/MDT-300
は電気料金のうちの基本料金を決定するデマン
ド値を監視する装置である。デマンド値は 30
分毎の使用した電力量の平均により決まり、一
ヶ月のうちの最大値がその月のデマンド値とし
て採用される。このデマンド値が契約電力量以
上になると、当月からの基本料金に反映され
る。本装置は検出器と通報器から構成されてお
り、検出器は電力会社からのサービスパルスを
検出し、デマンド値を監視する。警報は２段階
警報となっており、注意警報は設定値の 70％
～ 100％（１％ステップ）から任意に選択、警
戒警報は設定値の 100％で警報を発報し、接
点、LED、ブザーで知らせる。通報器は警報発
生時に対地帰路搬送方式により、検出器から遠
隔地に警報を知らせることが可能で、
予測デマンド値の確認もできる。対地
帰路搬送方式とは電灯回路のＢ種接地
線に重畳用の変成器を設置し信号を乗
せることにより、遠隔地のコンセント
に通報器を接続するだけで警報器と通
信を行うことができる。また、検出器
のUSBポートを使用しパソコンをつ
なぐことにより最大 120 日分のデー
タを取得することが可能で、日報、月
報、年報などを表やグラフで管理する
ことが可能である。サービスパルス検
出用CT、搬送重畳トランスは分割型
なので停電等の必要はなく、取り付け
が容易である。

■特徴
•タッチパネルによる簡単設定
•7.5 インチの大画面にデマンド値、過去デ
ータをグラフ表示可能
•通報器はコンセントに差し込むだけの簡単接
続
•注意、警戒の２段階警報による計画的な管理
が可能
■一般仕様
設 定 電 力…1～ 999kW
パルス定数…50000パルス/kWh
　　　　　　用電力量計
Ｃ　Ｔ　比…20：5/50：5/200：5/5000：5
Ｖ　Ｔ　比…6600：110
電 源 電 圧…AC100Ｖ

デマンド監視装置MDR-300P/MDT-300
http://www.midori-em.comミドリ安全（株）

電気計測事業部　TEL 03-5742-7211

デマンド値

MDT-300MDR-300P

各月の契約電力は、過去1年間の最大需要電力（デマンド値）のうちで最
大値を適用。一ヶ月のうちで一度大きなデマンド値をだすと、以降1年
間の電気料金に大きな影響がでる。
電気料金削減のためには、このデマンド値を下げることが必要である。
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　LINEEYE 製インターフェースコンバータ
SI シリーズは RS-232C/422/485 や LAN
といった異なるインターフェースをもつ機器
間の接続を可能にする変換器である。例えば
RS-422/485 ⇔ LAN 変換器の SI-65 シリー
ズは、電力計や太陽光発電設備などの通信に
用いられる RS-485 インターフェースを LAN
に変換し、電力使用量や発電量など RS-485
で出力されるデータを LAN 経由で遠隔地の
PC から監視することができる。ノイズに強
い堅牢な金属筺体を採用し、LAN インター
フェース部に Lantronix 社 XPort® を内蔵、
RS-422/485 通信データは TCP/IP などに変
換されて LAN 側に送られ、LAN からのデー
タは RS-485 ドライバを自動コントロールし
て送信される。SI-65 は普及モデル、SI-65A
は動作温度と入力 DC 電源電圧範囲を拡張し
たモデル、さらに SI-65FA（-L）は耐電圧
2 000V で信号間を絶縁した信号絶縁モデルで
ワイド入力 AC 電源を内蔵している。
　SI シリーズは 35mmDIN レール取付プレー
ト（横向きに加え、縦向きにも対応）での DIN
レール取り付けや壁取付金具での壁面固定、固
定用マグネット使用での金属面への取り付けな
ど、オプションを用いることで様々な取り付け
方法が可能で、信頼性や安定した設置状態が要
求される FA 用途に最適な変換器である。

　上記 SI シリーズに加え、LAN 接続型 IO
ユニットの LANIO シリーズでは、PC から

Ethernet 経由で遠隔地の警報信号の監視や制
御信号の ON/OFF が可能。LANIO シリーズ
は小型、低価格で、小規模な制御用途に特化し、
例えば IO のついたセンサが各部屋に１点ずつ
あり、それを LAN 経由で別室の PC から監視
したい場合など、制御対象が分散していて１カ
所当たりの必要点数が多くない遠隔制御用途に
最適である。
　LANIO シリーズでは、TCP/IP で簡単な制
御コマンドを送ることで入出力を制御でき、
Visual Basic や C++、C# 言語用の入出力関
数ライブラリも用意されているので、PC で動
作する他のソフトウェアと連携した独自の制御
システムも短時間で開発することができる。
　PC からの制御に加え、LANIO シリーズの
特定の機器の組み合わせで PC レス LAN 経由
での IO の延長も可能。例えば LA-3R3P-P
を LAN 経由で１対１で接続すれば、入力・出
力それぞれ３点を PC なしで双方向に延長する
ことができる。

インターフェースコンバータSIシリーズ・LAN接続型IOユニットLANIOシリーズ
http:// www.lineeye.co.jp/（株）ラインアイ

営業部　TEL 075-693-0161

DIN縦置き取付プレートによる設置
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　遠隔監視通報装置「TW900F」は、遠隔地
に設置されている装置・各種センサなどのデー
タ計測、モニタリング、警報メール送信を手軽
に実現できる装置である。本装置は１台でアナ
ログ入力８点、イベントもしくはパルス入力
８点を同時接続でき、装置・各種センサが出
力するアナログ値、パルス数やイベント信号
を FOMA網を介して定期的に収集し、オムロ
ンソフトウェア株式会社が提供するクラウド型
サービスに蓄積し、利用する。
　クラウド型サービスの利用についてはWEB
ブラウザ経由での利用となるため、パソコンへ
専用ソフトの導入が不要であり、どこからでも
データ閲覧や各種設定変更が可能であり、ス
マートフォンやアイパッド、携帯電話からも利
用可能となっている。
　TW900Fの用途として実績が多いのは、「水」
に代表される「液体」を対象にした計測であり、
液体の量（水位や流量）や温度（水温）などの
収集に利用されている。
　導入例として以下の用途での利用がある。
■用水路の水位監視とポンプ制御
　農業用水の安定供給や急激な水位上昇に伴う
自然災害に備えて、TW900F と水位計を連動
させて制御盤に設置することにより、遠隔より
水位状況を監視することが可能となる。また、
水位を制御するためにポンプ稼働をさせる必要
があるが、この稼働については通報発報をイベ
ントとしてポンプ稼働指示（停止指示）を出す

ことが可能となる。
■タンクの残量監視
　ガソリン、食品、インク、液体酸素・窒素等
の液体を格納したタンク内に液面センサを取り
付けることにより、遠隔よりタンク内液面が監
視でき、内容補充タイミングおよび配送スケ
ジュールの最適化に貢献できる。
■大気や水質の環境計測装置監視
　大気PM2.5 計測や水質計測など継続的な計
測データ収集が求められる時、TW900F と連
動させることにより遠隔地にある計測装置から
定期的にクラウドサーバへ蓄積し閲覧すること
ができる。また、計測装置が正しく計測してい
るかどうか現場に行かずに監視でき、トラブル
発生時は迅速に対処が可能となる。
　また停電通報の機能も有しており、突発的な停
電発生や停電復旧の状態が遠隔地で判断できる。
　この他にも装置の稼働管理などアナログ値・
パルス値が採取できる多用な現場で利用されて
おり、計測値確認の省力化や一元管理などの
ニーズに対して、汎用的に利用可能な装置と
なっている。

遠隔監視通報装置 TW900F
 http://www.omronsoft.co.jp/monitoring/オムロンソフトウェア（株）

運用サービス事業部　TEL 03-5466-7212
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　省エネ・節電への取り組みは、エネルギーコ
スト削減や生産性の向上に直結するとともに、
温暖化防止など企業の社会的責任を果たすこと
にもつながる。
　省エネ・節電推進の第一歩はエネルギー使用
状況の把握であり、まずは工場やビルで使用し
ているエネルギー（場合によっては、個別機器
のエネルギーや関連物理量）をリアルタイムに
確認することである。
　次に、蓄積されたこれらのエネルギー
データについて比較分析などを行い、エ
ネルギー使用上の無駄がないか調査し、
問題があればその要因を把握することで
ある。これをもとに省エネ対策を立案し、
省エネ・節電を推進していく。
　このようなプロセスに基づいて省エ
ネ・節電推進を行う「省エネでまこん」を

紹介する。
以下、主な機能・特徴
•デマンドコントロールにより、電気の使い過
ぎを抑制
•省エネ着眼点の発掘が可能な見える化及び対
策後の検証確認
•エネルギー管理への対応（最大負荷の監視、
遠隔監視など）

省エネでまこん
http:// www.komonevalley.com/demand/コモネバレー（株）

TEL 03-3958-9670
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■これまでの実績
　（株）ラプラス・システムは、太陽光発電の普
及開始当初から PC 並みの性能を持つ小型計
測端末「Solar Link ZERO」や、インターネッ
トを利用した遠隔監視システム「Solar Link 
ARCH」の提供を開始し、それらの製品は既に
3 000 以上のサイトで導入されている。

■製品の特徴
　｢Solar Link ARCH｣ では PCSと計測端末の間
の通信で取得した発電量や故障等の情報をPCS
１台毎に確認でき、ストリング単位の発電量や
受変電設備の状態も監視できるため、発電事業
者や O&M 業者等から高い評価を得ている。

■今後の展望
　今後は FIT 法改正により、従来以上に発電
所の維持管理が求められるため、低圧区分にお
いても遠隔監視が広まると予想される。そこで
本格的な遠隔監視をより手軽に導入できるよ
う、監視画面、計測端末、通信機器、回線契約
等を全てまとめ、遠隔監視導入の手間とコスト
を最小限に抑えたオールインワンの遠隔監視パ
ッケージブランド「L･eye」を新発売した。
　「L･eye」には無線技術によって PCS や気象
計と計測端末の間の通信を工事無しで実現する

「後付けモニタリングパッケージ」もあり、低圧
区分の太陽光発電所を中心に遠隔監視のさらな
る普及が期待される。

L・eye（エル・アイ）
http:// www.lapsys.co.jp（株）ラプラス・システム

営業部　TEL 075-604-4731
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